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器具の配光と回転

照明器具の配光

器具の長手方向に垂直（原則的には管軸に

垂直）な面を基準としたのが、A-A（A‘）断

面、もしくは0°-180°断面となり、器具の長手

方向に平行な面を基準としたのが、B-B(B’)

断面、もしくは90°-270°断面となります。

黒板灯、片反射器具、前方配光器具などの

特殊な配光の器具については、配光曲線を確

認して器具の回転方向に注意を払う必要があ

ります。
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■2面対称の配光曲線（LEKT412693N-LS9） ■1面対称の配光曲線（LEKT416693N-LS9）
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照明器具の回転（エイミング）
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φ（ファイ）

器具の水平面での角度

器具がどの方向を向いているかを、

真上から見た時の角度で表します

θ（シータ）

器具の傾き角度（垂直面での仰角）

器具が真下方向からどの程度

上向きになっているのかを表します

rot（ローテーション）

器具軸を中心にした回転角度

（器具自体の回転）

壁面や傾斜天井への器具取付を

想定する場合に設定が必要となる

ケースがあります。

φの回転（水平角）
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器具を真上から見た際に、LuxDesignではφ=0°が操作

画面の下方向に設定され、左回りに0°～360°での設定と

なります。

θの回転（鉛直角）

器具を真横から見た際に、LuxDesignではθ=0°が真下

に設定されます。 φの設定方向（青矢印方向）に振上げ

るとプラス、逆向きの場合はマイナスとなります。

θ=0°

θ=-90°

θ=180°

θ=90°

+ -

rotの回転（器具縦軸）
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器具軸を中心に器具を回転させる際にrotを設定します。

器具が真下向きの場合にはφとrotの回転は等しくなります

が、φで回転させた場合にはφの設定方向も回転し、θの
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振上げ方向も変化しますが、rotで回転させた場合にはφの

設定方向は変化しません。
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＜真上から見た図＞ ＜真横から見た図＞

rot=90°

＜真上から見た図＞

※φ、rotは、LuxDesign上では-360°～0°～360°、θは-180°～0°～180°の値で設定してください。
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